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2014年３月末日をもって, 私たちが深く敬愛してきた森脇俊雅先生が
本学を定年でご退職されました｡ 先生のご在任中のご活躍と, 法学部に対
する多大なご貢献に感謝し, ここに 『法と政治』 のご退任記念号を編集い
たしました｡
森脇俊雅先生は, 1977年に本学の助手となられて以来, 37年の永きに
わたり, 本学の専任講師, 助教授, 教授として, 本学に多大なご貢献をな
されました｡ 先生の明るい人柄と快活さを慕って多くの学生がゼミに集ま
り, 有為な人材を多数輩出してこられました｡





てきました｡ また最近では, 地方政治研究者も増えてきましたが, 先生は
まさに先駆者としてご研究をされてきたことも忘れてはならない点です｡
ご業績は選挙制度研究として 『小選挙区制と区割り―制度と実態の国際
比較』 (書房, 1998年) の他, 理論研究として 『社会科学の理論とモデ
ル第６巻 集団・組織』 (東京大学出版会, 2000年), 教科書として 『現
代政治学―展開と課題―』 (書房, 2006年), 『日本の地方政治―展開と
森脇俊雅教授退任記念論集によせて
法政学会会長・法学部長 北 山 俊 哉
法と政治 66巻 1号 (2015年 5月) 1(1)
課題―』 (書房, 2013年) などがありますが, なかでもアメリカの女性
連邦議員の行動を経年的に追跡した 『アメリカ女性議員の誕生』 (ミネル
ヴァ書房, 2001年) は他に類書を見ない, ユニークな価値ある研究書で
あります｡
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